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I 諾 言

施業上選種の要なるは今更言人ﾡも無いてあるが、 の種粒 

よ り後生しな苗木の形質が優れてゐると言人前提が成立せW限り 

は、画汰選別は意味が無いと考へる。

種子の結實 に對 しては、母樹の内的作用及び外的環城の影響が量 

も 關係深 しと考へられ、 他母ﾡの老幼、 立地ﾡ件の外・樹冠に於 

け る ﾡ果の着生位m、後果に於け る着生部位等複雑な る諸因子が注 

合的に作用しつ あるものに して、又所産歯木に及す影響も遺間的 

作用を認め得る所なるが、施業の到と して種子を取扱人場合直接 

間ﾡと な る は種子の充賞度てあ る。一般に種子は大に してv 
のが充質度も高とせられﾡ楽選別法も此ﾡに重ﾡが冊かれて2 
る。具施業上實際問題と して大量の種子を一時に處理せねばな らW 
のて、時間的經濟的に拘東 を受ける 關係から、中々型想的拠作を期 

するは困難て、ﾡ楽卜〜〜"の和子に於ても殊に凶4に於てはX 
扱が粗雜に流れ勝ちであった。之等の期よ り ・ ・vーッ種子の外的 

差翼が施業的に何の程度和子の内容に影響し、且所産苗木の生 

に關係するやを知らんが爲實驗を試みたが同時に造翔の方法に就し 

ても一端を窺知し得るかと造へる。

I 實験方法及び資料

本制査に使用せる資料は、昭和13年秋野幌図行林 卜" マ ツ樹齡 90年 

前後、Jii［径40cm内卜、樹高25m内外の多数母樹よ り施業用とし 

て採取せる翔子である。

種子の選探良否の9別にはさ或は大さの何れかに依る場合がを 

v。大形の極子は一般に良苗を生じ、 いものは内容も充賞してか 

る とせられﾡつて内容の充償度よ 形の大合いもの必しもいと

百O難さも、概して大さ と 近 さと は平衡的關係に在る事は否めな 

い。殊に施業上大量の林木種子を取扱ふ場合何れも現在適硫な選別 

方法が無 く 實川的には兩者同意義に解する も大な る支際を楽さ s る 

場合多しと考へられ、従楽の例に見るも、樹種こもょるが簡別法の 

採用される場合が決して少くない。

之等の観熾に依り 種子の大さ を主と し、附岡的に種子群の m さ類 

别 に就いて も 實驗 を •試みた。簡に依り種子の大小を画分する場合量

剛係する因子は長さてある。元來種子の大さは體積に依つて表示 

すべきであるが上記賞用的意義を考厳 し長さに よ め 大中小の三群に 

分つと しな。後に述ぶる風選の I を除去したる ものに就 2一粒毎

c長さ、幅、厚さ を測定 し各群2,000粒宛摘出し、1,000粒 を發若試 

職用、仙の1,000位を掘和刑に供した。群のﾡみは長さ5.80mm以上 

を大と し、5.20nm以下を小と し、 間のものを中と した。商iる時賞 

ﾡに依 り 略々大群の ものは 4mm 簡に変 り 小群のものは 3mm簡を通 

Fし.中群は其に殘秘するの結果を認めた。之等測定の結果及1,000 
»帀: 等: 第 1 表の通 りてある。各平均値に附記せる數字は確率誤差で 

ある。 .

次に附随的に實驗を試みた重さの類別は農業用応箕に  よ り風選を 

"つたものである。

さの如別法と してuﾡの内方出口をA、 外ガH口をBとすれk 
第 1 同風選にポて 1 を通過せるものを I と し、交にAみを第 2 同風

しB を通地せ るものをIとし. 交に第 2同A分を第 3 同風選 しB 
を通過せるものをIIとし、此のA分をIVとし各群よ り夫々任意に 

2000位を摘出 し前配同様1,000枚を袋導験用、他の1000救を掃和 

用に供 しな。之等測定の結果は第 2 ※であ る。

但し平均の大 さは各群 よ り任意 100 粒 を選び測定 しなものであ



第 1 表 大小別種千の大さ及びさ

別 紡類 不均 不 均 a T 均 厚
平 均 , 

M f ；

1 

<

大 6:040土0.012

5.516土0.010

4.7180.015

3.681 ±0.010 1.988 ±0.007 で203 '120032

中 

小

*

*

3.149土0.010

2.502土0.007

1.785生0.006

1.492土0.006

31.005 9.0360

5.4410

大 5.986土0.014 3.361 ±0.008 1.877土0.008 11.1878

88170中 5.482 ±0013 3.073-H10.009 1.741 ±0.006 29.329

川 小 粒! 4809土0012 2033土0.006 1.553 ±0.006 15.184 60207 ラ+

100.0

788

實重
比 A

iob
753

15,3

第2 ﾡ別種千のさ及び大さ

H知 1 賞 亚 實 i 
比率 平均拄 T 均 M T 均 厚

-----

I 男みみ 5.053士0.426 2.927士0.264 1.617土0.128 23.916

I 7.4580 70.9 5.360+0.340 3.133主0.198 1.75340089 29.438

8.7419 83.1 5.6530.296, 3.293 ±0.175 1.783生0049 33.191

市 105233 100.0 5.6900.252] 3.447土0.149 1.823 ±0.069 35.155 
....

捐 I 5.3390 51.2 5.200+0.340 2.907士0233 1.500土0.082 22674

I 7.4125 71.1 ラ.403士0.369 3.110土0.168 1.677土0.085 28.179
E

町 8.4385 80.9 5.667土0.254 3.010土0.130 1.693 ±0.070 28.879

1 I 10.4270 100.0 5.703土0.246 3.090士0.156 1.817土0.070 32.020

以上の如く 選出 しな種子は充質及間在の公共ギ分は殺芽試験用に 

供 しm和14年 3 月ﾡに恒温器に依ら 殺芽讃験 を総了 し、他のギ分は 

質地願用上の価価を校する公間地播種用に供 し昭和14年 5月 10日間 

一ﾡ件を具備せる間上に於て共々1mにﾡし1.5kgの増肥を施して捕 

種し、約1ヶ年を紙過せる昭和15年4月15日融雪と共に堀収り生育の 

調査を途げね も のてある。昭和14年生長期間中の須糸状況は別炎の 

通 bてある。

以上は實験方法の大要であ る が卜"ー ツ稲子の調変結果に就 合 少 

し く 述べん に、大中小客群の産出に於て、 大粒和子群に組入さ る 

べ合るのはネ数の9%に過ぎず、中粒最も多く08%に述し、小粒 

之に次ぎ23%てある。取扱ひなる種子中5.00mmよ り 6.00mmに至る 

ものが最も多3 を認めな。而して幅. 以さに於ては其差少2 い1,000 
粒常孤景 に於ては中央値からの著し？ 偏差を認め即ち大さ と重さ と 

は明に正の相關を示してゐる。

大に風通に»る各群の産出卒に於ては、I群に細入さるべ9もの 

は会貴量の256に相ﾡし、II群14%、III群13%、IV群48%に相ﾡ 

してゐる。

各1,000 粒市の 中央値からの偏差の大な る例に平均長の偏差は著 

しく 少い事が口立つ。之は大さよ り もさ本位に選別された風還の 

特徴と言へよ う。

科 广の大小と稚苗の生長の問題に就いては、既往に於て も2,3の

樹種に就3研究せられてゐる。
• ・

少 し く 例を撃 ぐ る に ナラ の如？ は

小
5 J 6 月 7屋 8月 9 月 小、

------------------

9.4 15.3 20.6 21S 18.8 10.5

降 水 量 mm 65.9 94.4 195.2 131.2 203.9 427

ロ 町 ・ a % 41.4 39.2 43.6 18.4 39.9 47.0

日+i "r.e/ans 17,183 17,572 17,734 16.819 10,948 9,324

炎aC ・ 17.2 22.5 28.4 26.7 24.0 137

I 年生苗の生長に著し合相違あるはH質とせられ、或者は之が3年 

生、又或者は8年生造相違を認めてゐる。又 ドイ ック ウ ヒに就い 

ては 2～4 生影響が認めらる、も交第に不ﾡ著となると柄せら 

れ、 松に於ては1年生歯に於て確然なる差興が現れてるる。ﾡは 

大形和子の確苗は初め一生長期の生長ほ典好な る も後年交第に共塗 

不明ﾡとなる もの、様てある。況んや初年に於て北送順著な らざる 

の は 後 年 の變化 も 推 して知るべきか。



III 實 ﾡ』成 績

1・ 種粒の大小輕正と發芽との關係

さ類別 z な した各群の試驗に對 して は便宜輕近な る 字句 を以で 

炎示するさと した。

a. •芽率との關係

試験殺芽は25Cの恒温器に於て公され、ﾡ地殺芽はﾡ上にﾡ種せ 

るもの、調在である。共精果は第3表に赤す通りてある。試験税ﾡ 

の全袋導数はﾡ際微芽数に未殺芽数の 3 分の 2 を加へな る も のて、 

括孤内の数字は丁際殺芽数てある。該炎に依れは試験、ﾡ地何れも 

相平衡し大粒冊も良く中.小の順である。正さ類別の方に於ても同 

様規則的に、Tもの程殺芽率大てある。之等の結果よ りすれは形 

の大 9 い 程充實度が高 く、 重 も の程充實步合が高い と言人力 

出來る。 、

第3表 登歩数調査

H 類
試 ___戦! •芽 追 發 芽

粒 製 ﾡが 同比率 粒 ﾡ 1 我が災 發芽率 同比率

大 1.003 (379) 4 4イ4 ioao 1.00つ 石
259 29 1odo

中 1.000 (304) 339i 33.8 76.1
1.000)

200 20.0 77.2

小 1.000 (146) 158 15.8 359 L 131 13.1 , 506

I 1.000 (16) 18 1.8 4.7 1.000 25 2.5 9.6

1.000 (136) 156 I5.6 40.8 I.0C0 123 12.3 47,3

I 1,000 (194) 231 23.1 60.5 1.000 202 20.2 778

IV 1.000 (310) 382 38.2 10D.0 1.000 260 26.0 100.0

b. 發芽勢 との 關係

ひ 關係から之等は常に發芽個數は多さ を示して ゐる が、全置の個数 

に到する定期の%は大小軽極めてﾡ々てある。即ち ト "マッに於 

ては形が大き く 父vがはに我ﾡも一青てあるとは言ひ難い様てあ 

る。 ・

第4表 殺労調査衣

H ・
..........

地
-------------

1～2 2.3" 3.4 4、5" 56 0

し
H ii

10 - 50 50～6う
65～80| A

______ 一 班
( | ez 個 
ﾡ 敷

2単2戦 2単2」
単2唱 が］

単2

大
末 ミ

126 33.2 70 18.5 6517.2 8 20.6 6 10.5 375 15258.725 11.2 7830.1 255

中 93 30.6 60 19.7 1715.5 70 23.0 311.2304
13467.01s 9.0

1

4S 24.。 200

小 45 30.8 36 21.7 17 11.6 28 19.2 20 13.7 146 81 61.8 18 13.8 32 24.4 131

I 5 31.3 4
25.0 3 I88 3 18.81 1 6.1 16

15 600 312.0 7280 25

I 54 39.7 28 20.6 20 14.7 19 14.。 15 10.3 136 64 52.0 21 17.1 3830.9 123

I 64 33.。 12
21.5 36 18.6 3417.5 18 9.4 194 9346.。 2713.4 82 40.6 202

F 11236.1 4
14.2 60194 5317.1 41 13.2 310 191 73.5 3312.7. ! 3613s 260

卜"マ ッ種子の發芽遅滞の主因 として考へらるゝ は、殺球体件 

の不良 も然るfなが ら種子内部の生理的作用叩ち後 熱作用てあ る 

が、ト、•マツに於ては後熟期問が相當長いものと考へられ、•結局林 

fの大小軽Tと 此の期間の長短 と は無W係であ る と 言ふ小に歸着す 

る様てある。

C. 發芽後の經過との關係

各期間室内に貯滅せるものを5 月10日播ﾡし、7 月 30 日 全部發芽 

を先了 した。播種後敷薬 日覆裝設等普通の施業操作を施した。ﾡ券 

後枯損の發生狀態 を表示 した も のが第5 表である。

種粒の大小、軽と殺芽の運速を調査せるものが第4表である。

殺の紙ﾡは恒温器にょ る償感と聞地のとは良 く 一致してゐる 

が知れる。前述の結果 よ り形の大きい程又面和充賞種子を多く合

G --



商害の殺生を見ず、又其間ﾡ害共他諸害の發生を認めず。該表を見

る に結果園 ◇ に して 大粒種子必 しも 枯損數少い と は限 らずスI り 

の必し も 枯損少vと は言ひ難し。

前通の通 り 大形林子或は重い種子 と 唯袋芽の著し く 運延す るもの 

あり、殊に7月以降に殺生せるものはﾡ弱にして抵抗力少く、当少 

の乾燥にも 自然に枯死する ものが少く ないが、之等枯損の主因は鹏 

接ﾡ券運濡とV人現象に在るのて、ﾡ子の大小軽による生産歯の 

催、不健の問題とは自ら意味が異り、遺憾ながら該調査によつて,r 
産苗の強弱を言爲する事は出來ない。以施業上注意を要する煦とし 

c、・〜〜ッ に於ては種子の大小に叫せずﾡﾡ週濡の現象が常に旭 

るのて後熱成の手段と して適切な る 發芽遊進法 を請ずる'事が絕請 

必要である* 言ふ迄も ない。

2. 種粒の大小輕朮 と 地上間生長 と の 關係

残歯に就き出葉敷、幹長、根元種を間在せるものが第6表てあ

るo

第6交 地上部生長調査表

幹 長 元 _出 来

知

大

T 均
cm
2.19(100.0)

函___ 回
(
1.40～3.40

平
- mm

0.94

当 1 

100.0) 0.70～1.25

" 均

1S5(100.0)

範 u

5～場

中 2.18 (99.5) 1.40～390 0.90 (95.7) 0.75～1.20 130 (63) 3～21

小 1.89 (86.3) 1.40～2.60 0.81 (86.2) 0.70～1.05 11.6 (85.9) 3～19、
waaweaea.*eaewahw***韓w

I 1.85 (77.7)
I.40-2.50|

0.88 (926) 0.70～1.00 12.3 (93.2) 4～18

I 2.07 (87.0) 1.40～3.00 0.93 (979) 0.70～1.10 12.7 (96.2) 6～20

ロ 2.10 (88.2) 1.40～2.80 0.94 (98.9) 0.75-1.25 12.5 (94.7) 3～24

W 2.38(500.0) 1.50～4.10 0.95(100.0) 0.75～1.20 13.2 (100.0) 3～24

表中括孤内數字は大と IV を100と しての比てある。平均価に就 

いて見るに葉ﾡのII と III を除いて は全部大さ. 孤の順にﾡ価が 

小てあ る が,形の大い も のx重い ものと 難葉ﾡ少 く 且燃小の苗木 を 

多数産出 しつ、ある所て、之は他の网補に就いての既往の硏究に於 

: も同一てある。卜"マッの此の原因に就いては種々複雑なる影響 

囚 子 を 想像 し 得る 所である が,此に於ても 前述せ る ﾡ生選延な る 

杉舞因子•を看過する事は出來ない C 央大い種子、 v種子よ り發生 

した稚苗は生長も可良な傾向があるといふ程度に止めて鼠く 。

3. 林粒の大小軽気:と地下體生長との關係

主根長、根端數の洞査結果は第 7表に示す通りてある。

第7表 地下部生長調査表

知 大 •I> 小 I ! ロ

- ---- -

主 
積

均
cm
8.91

(100.0)

でmi
7.69

(86.3)

cm
70S

(79.5)

cmi
5.20

-(G2.7)
7.363

(8S.7)

cn
7.56

(91.1)

農。‘ 
(103.9)

と 1 m 1.0～20.4 3.9～17.2 3.7〜1.7 1 30～6.9 3.6～17.5 3.6～19.7 3.5～185

均
3 

(100.0) (83.2)

湧
(80.6) ,

55 
(57.3)

oa 69
(71.9)

何
96 

(ICO.0).

純E 32～199 37〜152 21～209 21～95 20～152 10～16S 25～180
—

平均値は何れ も大さ、 さ の順に小であ る が範国 は M 々 に上 り 之



等根部の生長状態は地上部の共 と良く一致してゐる。即 ち 大 種 

子. mい種子ム り生産された苗木は根部のﾡ述も可良なﾡ向がある 

と言へる。但し統育不良なるものも多救産出されつゝある所て、此 

黙地上部生長 と 同様てあ り 共誘因 に就vて も 同一の4が言へ ると考 

へる。

4. 種粒の大小軽重 と 孤量生長と の關係

生産苗の葉,幹、ﾡの客部に就き生量及び105°Cに於ける靴欄 

を測定しな結果は第8て1本の不均敷価を示 しなものてあ

る。

第8 生長間査

稲 生 TT 量 M乾 ﾡ T 量

知*** **w*
"「

肝 楽 ? 山 t
L K 
歩 合

_L.
Kr 
0.0435

60i82 60555 61172 ぷoo。5 60165i Fr 
0.0380

(1C0.0) (103.0) (100.0) (100.0) (103.0) (100.0) (100.0) (IO0.0)

• fa 0.0358 0.0142 0.0494 0.0994 0.0120 0.0053 0.01471 0.0320 っウ oド (82.3) (78.0) (89.0) (84.8) (80.0) (81.5) (89.1) (84.2)
フな・*

0.0266 0.0108 0.0308 0.0682 0.0039 0.0042 0.0090 0.022]
"小 (61.1) (59.0) (55.ラ) (58.2) (ラ9.3) (64.6) (54.ラ) (58.0)

フウ・フ

T 0.0296 0.0120 0.0321 0.0737 0.0106 0.0048 0.0103 0.0257 34 o1 (78.1) (60.6) (54.8) (61.3) (73.1) (66.7) (60.6) (66.1)

Tr 0.0344 0.0150 0.0118 0.0912 0.0125 0.0058 0.0129 0.0312 a o
(82.3) (75.8) (71.3) (7ラ:9) (86.2) (80.6) (75.9) (80.6)

プ・

rr 0.0356 0.0155 0.0423 0.0934 0.0123 0.0058 0.0126 0 0307
山 (85.2) (78.3) (72.2) (77.7) (84.8) (80.6) (74.0) (79.3)

** プ

T 0.0418 0.0l98 0.0586 0.1202 0.0145 0.0072 0.0170 0.0387 32.2IV (100.0) (100.0) (100.0) (100-0) (100.0) (I00.0 (100.0) (100.0)

生と範と を比較するに乾果の H と III の關係を除いては全川; 

大さ. 重さ の順に平衝的關係數値 を示してゐる。統は言人ﾡも無 

く ﾡ物置の質質を示す も のであ り ・ 総に於て大札 に 比 し中札は 

84.2%. 小粒は58.0%6に過ぎない。 さ に於てはIV に 比 しIIIlは 
79.3%、IIは80.6%、!は66.4%で. IIIはII よ り も少數'である。II 
と 1II は、種子の、體積に於て其差極めて僅少であ り生長に於て

•’,僅差 を示して ゐる に對 し、樹置の小な る 程合水 も 少 のての 

結果を府したものと考へる。

VI結 ・論

施業用卜"ッ種子にﾡして長さ階別に大、中、小に分類し、又 

風選によ り4階級に重さ麺別をなし、之がﾡ芽並に1年生確苗の4 
■に及す影響に就き實験の結果結論すれば次の如くである。

(1) 千粒に就き問在の結果、大形種子程賞正大であり、又重い 

種子群程大形種子を得ね。但し後者に於ては大さの中央価からの価 

差が著し く 小てあ る。形が大 9く 且近い種子群程發芽率が良く 即 ち 

光賞和子を多 く 合んてゐ ると言へるが、發芽は大小、軽重に よ らず 

極めて不済てある。生産商の抵抗力の強弱に就いては明での限て 

ないが.卜〜マッ種子の後熱作用に就いては施撃上看過し難さ程 

の ものある を以て、 適切な るﾡ芽促進操作を講ずるfが必要てあ め 

lいて 得商N を加 す る 行効手段 と考へる。

火に所産苗の生は地上部に於て も、地下部に於て も大9v種子 

カ.近い種子群程總じて良好であり、樹鹽の實質に至りては更に見 

るべ8 ものがあ る。央此慮に獲された間地はﾡ挙の生長に及す影響 

てある。

(2) 以上の結果 よ り且大なる種子を選探すべきは言よﾡもな 

いか前述せる如く 小粒、輝粒群と 雕車はかい が、貴苗を生産し得る 

ホ 、”•實であり、殊に種子の集約利用上幅蔵しﾡい所てあるが、 

Iはﾡ弾求極めて低 く 殆 ど枇種子 より成る を以て實地施業に當 り て 

は1群の%のは除去すべきてあゝ、此の程度の風選を以て滿足すべ 

e ものと考へられる。

(3) 次に選種の悲礎ﾡ念を得んが公次炎を抑けて考厳す ると 

する。

- 10



1.000

小
iniin
16.396 ・

23.296 '

57659

5.3450

・
1 *8 -

18

該表は第 1. 2. 3 表の小粒群及び I 群の各数値 を平均 して得2もの 

てある。叩ち I群の種子は小粒群のに比しﾡに大形てあるに拘ら

ず軍さ に於ては却つて少く 發芽率は遙に劣る。之は言人ﾡもなくﾡ 

か形は大き く と も 輕いものは充實度が低い事であ り、反ﾡに小粒と 

難重い ものは 内容が充實 してゐる事を示す も のて、理論的に は選種 

法と して大さ よ り もさによる方が適切てあると考へられるのてあ 

る。但し施業上實用的には、共年度の結實の狀熊に も よるてあらう 

が. 夾雜物と共に秋種子を除く 目的ぞ以て 1 回風選の程度に止ひ •、 

合 ものと思考する。

(4) m して現在苗岡の播種に常 り、之等の精選稲子は大小取 

ぜて 撇播される のが普通てある。實地 に 目撃する所ては殺ﾡ後掘岡 

床に於て稚苗の生長に,意外に大きな差興を生じ、小苗がﾡﾡされ 

て々装縮しﾡにﾡ苗となるものも少くないが.の苗木の不揃は 

床祥時の操作上にも種々の不都合を楽してゐる所て、初めよ り種子 

を大小. 輕垂等に分けて播種する に於ては、比校的良質の ものが山 

生する事■となり、生長も或程度地価每に平均せられて、之等の不合 

理な弊害は和南除去されるてあら う と考へる。

(5) 次に生産ﾡの生長ﾡ態を炎示する公次の如3生長指標を求 

めて比較する事と した。

ﾡに於ける地上體到地下體の比をT・Rﾡと し、仲長封仲種の 

比をH ・D (Verhaltnis von Hohe zuDurchmesser) と して地上 

體の生技 を表示する事と した。II • D 率に就いては尙詳細記述の機 

各があるてあ ら う が地上部生長の均勢を表示する に此の名稱を以て

_。 • ' 1

するに何等の支際が無い管て、H・Dは天然苗に於て大に、獲生 

苗に於て小であう、据置苗に於て大に床替苗に於て小てある事" ・ 

Rと同様てあり、又同高とすれば直徑の大なる程小に、同徑とす 

れ商高の大な る程大とな る事勿論で樹苗の良否判定の尺度 と して 

は兩端に自ら限度があり、共間樹齢、取扱等により微妙な關係が存 

するてあらう。 .

算定の結采はT ・ Rと相互に逆門係を示してゐる。

大 中 小 I I
.....

I

T ・ R 率 1.303 1.171 i.456 1.495 1.419 1.436 1.276

11 ・ D 窗 23.293 24.222 23.333 21.023 22.258 22.340 25.053

13 -
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’ • 1緒 言

本道に於け るカラーッ, ド〜マッ の造林の歴史は比較的新 しきに 

拘らず兩樹林の造林は現在殆ど成功の域に達してゐると言ふむ過言 

でなv。 而 る に兩樹の混淆植栽に至 6 ては未だ不明の点多 く 安んじ 

て資行 し得ざる狀態に在 り o 令兩樹種,)育林上の特性を考慮す る に 

ﾡ樹の混林ﾡ成は極めてﾡポ性を有すご考→らる 、 を以て野幌國 

有林に於ける行州 カラーッごァラトマ〜 ツ造林地の實績を 調査 し此 

阳に報ずる事 と した。

本訓査に於ては混林自の内容に就いて校討する ご共にク ラマ 

ッ, ト ご～ッ夫々の純林にﾡして%調そ述げ夫々較封照する事 

と したo
ドド～ッは元楽除性の樹種で わ る が故に下木 ご し て適樹で わ る が, 

の成否は一に上木の手ス如何に掛 め 人工的操作の加減に依って如 

何様 % な ら 得る事は書然のながら野幌岡行林の例に於て明に示 

されてゐる。賞岡有林内三ﾡ所の雨樹列状混ﾡ林に就いて製察す る 

・

第一に植栽後何ぐ手スを施さず共値放置せられたるﾡ所に於てはは 

ト ッはカ ラマッに被ﾡせられて生長ﾡめて不良でわるo
的三M救後カ ラ マ ッが野取の被告に よ う 現郎開せ られた所の 

ト ごッは生長様めて町盤でわる°

第一: に植栽後上木 と してクカ ラ～ッが適度に輝過し且間伐を施山 

たる箇所の ト "ッは生前二*の中間に位する。

之等の三ﾡに就い て概述す る に共の等況は次表に示す通 ら でわ

-- I。 一
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ﾡ・ 四 ﾡ救年度

抗段禾敷
_(昭___が

現在
(昭

本区 
不し

T 均 i
カ ク
マ ツ

ト ヾ カク
・ '

トヾ
マ ツ

カケ
て ツ 33 ト ヾ

マ ツ

無手入K 大正3. 春 1,500 1,500 1,110 355 16.5 3 203 8

野取被書K 大正3. 春 1,500 1,500 418 168 150 too 235 98
予入K 大正2. 秋 1,e00 1800 816 734 e7 194 7.9

即ちカ ラマッが野取の彼省を受け上林冠体開したるﾡ所の 卜" 

マ ッは生長最 %良く, 植栽後共儘放置 した る 無手入區に比 し特に樹 

高は約2倍にﾡしてゐる。而して間伐を施したる箇所の生長状祝は 

前=者の中間に在 り, 野取被書ﾡ及び無手入阪はは何れ %特殊な極端 

の例な る そ以て本調在にかては各純林の比較登照と して間伐施行取 

を採擇する事と しz。而 して本稿の目的は兩樹の混淆林並に純林に 

於ける 各相互の生育狀態の相違の程度及内容に關 し精密な る撤量的 

比散 を行はん乙するC在ら。然しながら之を以て 雨樹の 生長開係が 

充分叩明 レ得なる % のでは無く 後の移に開 し更に精省な る現祭 

を要する %のでわ り事ろ之に登する礎ごなるべさ %のでわる。

混ﾡ林は大正 2 年秋季植栽各純林は夫々 大正 2 年春季植栽に成 り / *
植栽後 26 年乃至 27 年經過せ る 昭和1 4年秋季 に於て 調在 を 遂げた もの

である。

II 試験地の概況

本試験地は野幌図行林北逸第 1 林班に麗 し民有地に近 く , 8往に 

於て開ﾡ常時野火の延ﾡを袋 り たる箇所にして カ ラマッど卜ごッ 

の各純林地は相接績 し混/林地は 之 よ り小深をWて約 200mの亜ﾡ 

在り, 何れ % 地 す。各試験地 に就さ 地加, 林況及び植栽常 

初 上 り のﾡ過の概略 を記載すれば次の通 )でわる。

(1)混添林地

大正 2年9月 (に横ﾡせ られ6 尺間隔交互列狀混淆に して面積1,25 
隔ごす。當時の記載 を 見る•に ト、•マッサ野幌國有林產天然苗一回床 

替商 に し て 苗高平均 1 尺,カラマッ は 同じく 野幌國有林産 8 年生= 

回床替苗,苗高平均 2人1寸にL て植栽後 9 年間 下刈 を 施行す。力 

ラ マ ッは共後被順共他一部野取の被省等に依 6 毎年本數を減じた る 

%のゝ如きる 昭和104秋10%の間伐そ施行し今 日 に及んでる る。権 

栽後ナラの侵入を見,現在カラマッを上木ごして卜〜なッ, ナラの 

3樹和混#を形成してゐ a。

ト " ッはﾡ救後当歯害の』著な る被省そ見ずスー回も間伐を施 

さこるに拘らず相常の枯損を生じてゐるが主因は被諾死ごと記逃 

されてみる。ナラは 別 表 に 示す如く 本製 は多さも 小徑 に し て樹高 低 

く H•樹冠の搬張貧弱に して, ト 、マ ッ及びカ ラ マ ッの生育を阻害す 

る如 き影響は殆ど考要無ミ %のご して特に此に附記せんごす 

るるのでわる°

植栽地は兩側小深とな り急斜地を呈する %中央の地に位し高 

:1m 内外のク イサ客生す。立地に関する共他調査の結果は第 

1表の通らでわる。

(2) カ ラッ純林地

人正244月のﾡ戦に成 め ・種0.11随にして供試はは野幌産3年 

二回味林商,商高不均2人1寸とす。植栽後 4 年間下刈 を施行す。 

本城栽地は現在純林 を 形成す %横域書時 ゾーッと 5 尺方形交互列 

映権そ公したるるのに してエマッは植戦後84 年の間に殆ど全 

滅し カ ラマツのみ純林と して成育し來り こる商所で, 殿務なる意味 

の純林 には非ざるる 成育細過 よ ) 比較對照 ご して斯く 取扱ふ % 何等

-18- 一I9-



支無き ものと考られるっ

ﾡ救後彼ﾡ共の他の原因に より一部枯死せ る が如 き % M和 6 年 9 
月約15%の間伐を施行し今日に及んでろがる。不地にして 1m内外 

の笹客生し南方小深にに面す。共他立地に開する調在の結果は第 1表 

の通 り でわる。

(8) 卜*マ ッ純林地

大正2年5月のﾡ以に成り面ﾡ0.17Wiにして供試は野ﾡ凶有林 

内倒木上 (に生す る 天然そ 間 に於て一回 歪成せる%のにし 

て商高均 1 尺,6 尺間隔.正方形値栽 と し,ﾡ求後 3 年間下刈 と ぬ 

行せるのみ共後1回る除間伐そ施さ こる公, 現在枝條相交錯 し殆と 

陽光の射入そ許さ 、♦る 状態にし て林床には笹類,ﾡ"の生育するを 

処ず且極めてvﾡ州ﾡそ形成してろ る。ド地してカ ラー ッの 

純林地に隣接 し南方•小澤に面す。林地に開する調在の結果は第1炎 

の通 りでわ る。

第1交 A:土ﾡ調在表

第1表 B: 土ﾡ理撃性調在ﾡ

箇所 別 業層ルサ cm 腐松層サ cm & 」
Cm ド 河 土『なよ証拠N

【i#地 1.8 1.4 20～25 黑褐 城上,赤欄 42

カラ マ ッ林地 2.5 18 20～30 M., 資灰 162

トヾマッ林地 1.1 2.7 30～40 収 ﾡ土, 货橫 8.4

混 沿 53.09 4829 16.81 34.68 1361 9.39 36.38 47.29 5.63 44.70 51.88 5.18 41,52 48.92 6.93

カクマッ 88.27 55.25 22.20 83.56 63.54 6.20 41.27 48.21 5.80 3508 45.18 565 39.96 49.20 5.a

トゞマッ 90.14 785 27.38 89.91 55.76 19.14
1

67.67 53.52 1968 —

第1表 C:土域分析表

別 細 砂 微 砂 粘 土

表 層+% 18.98 .12.46 1604 52.52

上 暦土% 1.42 8.58 9.72 80.28

------ ・ 〜

(4)ﾡ 括

以上各価所の概要を記述 した所であ るが立地に関 して少しく述べ 

んに, 第1変Aに変示する如く現在藩葉府はカ ラマッ林地に於て, 

腐植財及び表土は ト ドマッ林地に於て最ゃ府を示す。土墳の構成, 

細織に至り ては三者同系統に してI等地下にﾡする %のご思はる。 

ﾡ場試験報告節12ﾡに依り 附近土ﾡの分析表を掲載すればﾡ 1 表C 
の近り表層, 下層何れも粘土分の極めて多きを知る。土墳の理学性 

は権して ト ごッ林地に於て良好なそ傾向あめ, 表土は一般に腐植 

質 を 多量 に含む を認め Kcl 法 に依 る 土のi換酸度は混林地 に於て 

最 %少Mである○第2 表に概況 を 一括表示 し z。
第 2 表 ﾡ況ﾡ括衣

種 別
況

カラマツ ト ドマツ カラマツ 卜ゞマッ ト ご優木 ナ ラ

Ml4座 

t本ﾡ別 

型査"4齢

大正3. ポ 

ﾡ 成 t 

_」

同

天然曲

31*

= 一 ―

大正2. 秋

養 成 t|
9 '

同

天 然 拓

31く

同

3や

住入木 

20*

---------------------

*印ハ松湾 
木にる推 
定登価

--------- .

II 混済林及び純林に於ける生長量比較

混淆林及び純林地に於て夫々 600方米の標準地と取 り ﾡ域内の 

現存木全部に付調査を爲 した る ものにして,以下各生裏米並に# 

互の關係に就き比較檢討と行はんとす。

生を比較攻究する前に現出 して來る比較敷他の價他に就て… 

Mお究する必要がわ る。

—21—
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第一(に樹齢でみるがﾡ救林分の林齢が夫々択つてわる。 ラッ 

で%純林と混林で1年の益がわり, ト ごッは天然木でわるﾡ推定 

に依2 てろる。次に植栽當時の苗木の大 さはカラッ は双方ご % 平

2凡1寸, トヾマツは同じく 1八ご記載されてわり, 横栽時季は 

同一年度でわるが秋のたがあ る。又植栽本數及び植栽後の取扱報 

過が夫々必しも 妥當であったと :考 へられない。土に%ﾡ」がわ 

る事でわる。從って抽出 される敷値は斯かる條件の FにWかれてる 

るのでわる。厳客なる意味に於て 混沿林造成試験 の 日的 の公には常 

初より 計ﾡ的に T行 されねばならないのである が本調在 に 於ては第 

二菱的 に近似 の 崎所 そ 選定 した%のでわる。

林分の生長は取扱の如何に ょつて著し く 果つて來る は言ふ迄 も な 

い,殊に間伐を行つた場合は獲な木の不均位に大きな影響を及して 

※るが不均Mは所訓任意に獲されたﾡが木の不均Mに過 きない。 

共故に提供せ られた數値は決して絶對的の % のでは な く ﾡ封的の意 

義そ有する %のご解される。

既に述べた如 く 本調在は今後の推移勢す る 礎 ごなるべさるの 

で みる が現在の林分相互の生長の速異は前述せ る植栽當初の條件の 

相達を適に超越しな判然たる %のがわ る。即ち純林は純林と して, 

混林は混林こ して夫々の樹和と して環境に應 じて判然たる特性を現 

出して居る事に想到する時相互の比地核る新な意義が出て楽る %のと 

考→られるのである。

A- 生長主要素の比較

(1)本 製

植栽後本數の推移に就い て 表示 したる のが第 8 表で る。何れ % 

ﾡ準地600n内の本ﾡである。植栽後の取扱經過は前述の通り カ ラ 

マッに於ては混純兩林地と も除間伐を施したる %卜 ごッは何れる 

之 を 行は ざるそ以て ト ッ〜ッ の本数減少は 彼八共他の原因による 自

- 22-

然減少である。

明ﾡﾡの混清歩合は植裁書時同一でわつものが現カ ラーッ51 
%の ト ごマッ46%の残存歩合そ示してろる。而して此の間に介在す 

a ナ ラ は標準地內本敷 92 本を算す る %本不均胸高直極 3.74cm, ﾡ高 

5.74m, 樹冠不均直徑 1.75m に過ぎざる繊弱な る ものにして現在迄 

直接隔樹種の 生育 を回者したる 事賞 は 認めﾡ レo
トマ〜ッ純林地の滅少率396にﾡし混林地に於て546の滅少準を 

見たるは明に上木と してのカ ラマッによる被順の結果でわら う ご想 

敵せらる。 ,

第8長:本数 調 表

1____ 税____________________林_____i 林
ﾡ 別 カクマッ 1陌常事武 トッ カラマツ 卜ゞマツ 甲で木登

1,050 114 1,90 44 1,550
130 2,i67 187 3,117 96 96 3,203

な少中% 52 一 3 .. 51 —

に林どﾡ林に於ける可樹種の現在本数を比校するに, 混林本 

純林の共れに對しカ ラーッ79% (植栽常時74%), ト ごッは 

:リ「、出段常時 久%) でわる。而して總本數としては ト ごマッ純林 

地最 %多 く 混林之に大ぎ カラーッ 純林最 %少し。

(2) 直 徑

試半地内各木の胸高面優を調査し算術4均価 (MキP.上) を算 

出 して比ﾡしてるのが第4表でわる。

第 4 炎: 本均直ﾡ比較炎

--23-

純 ____林___ 林

カラマツ トヾマツ カラ*ッ 卜ゞッ 「トペ*ナ う

1806士0,20 13.90士0.03 1207土029 790士029 1 1338 ' 3.74
#別北区 ico 77 100 1 70 20

100 100 105 57 i —



参考ど して混林1 ごマッ優勢木どナラの分を附加した。林種別に 

純林" ヲッを100と して純林 トマッの比較敷位をﾡけ, 同時に

林内がて カラマッそ100と して夫々比較数値を掲げた。ヌ場間 

別に純林, 混林の別無 く 純林々 ラ マ ッ及び純林 卜〜マッ の製位を 100 
と して夫々掛和毎に之にﾡする比較敷位をﾡけた。

該衣に依って共の傾向の大勢 を知る 小が•出來る。純林の 卜〜マッ 

に比し混林のト ご～ッi征は著しく小でわら, 優木ど難純林の不均 

木に及ない 狀態 であ る が之 は 明 c 下木 こして 被 を受け た事 に M 
・

因する ご言る○カラマッに比し ト Vマツの直徑生長の遙に劣 ろ事は 

該表に依つて明でわる。カ ラ ッは純林に比し混林の方優れてゐる。 

今之等の部過 そ明にする ﾡ4均商紙 に近い標準木の樹幹 そ解析して 

表示すナれば第5, 第6表及び第1問I, I, I,IVの如くでわる。

第5変: 胸高直徑總生長比較表

- 24 --

年 座
絶 林 林

カラマツ 卜ゞマッ カラッ トマッ 卜 ご優木 ナ

大正 4

cm 
0.42

° cm ° cm 1

—j

Gm

5 1.50 一 106

6 2.86 一 2.06 ..... —

7 4.イ7 一 3.24 — 061

8 583 0.16 41.22 1.27 —

9 7.23 0.49 5.50 — 2.28 —

J0 8.18 091 686 0.12 3.08 一

11 905 1.55 8.32 0.29 3.86 一

12 10.12 2.14 9.20 0.59 4.56

13 10.75 2.72 978 1.19 5.11 一

1イ 11.44 3.37 10.46 158 568 ・...

15 12.08 3 89 1122 2.21 6.24 0.30

・和 2 12.61 4.57 1182 305 6.71 058

3 13.10 5.35 12.38 3.61 7.17 082

4 13.42 6 00 12.96 4.11 7.65 123

5 13 81 7.00 13.50 4.72 8.21 153

W和 6 14.21 7.76 1106 5.14 864 1.77

7 1464 • 8.59 1468 5.52 9.15 197

8 15.02 ' 9.40 15.14 588 9.59 2.18

9 15.33 1020 15.22 636 1005 2.37

10 1561 10.87 15.74 6.72 1067 256

11 1599 11.75 16.20 7.02 11.25 2 69

12 16.32 12.48 1656 735 11.78 2.77

13 16.70 13.16 1692 7.58 1227 2.97

14 1695 1370

------ -

17-30 ! 781 12.76 32!

第6表: 胸高直徑連年生長比較表
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年 慶
林 林

カラマッ 卜ゞッ カラッ トッ ト 優木 ナ ラ
cm cm cm cm cm

大正 5 1.08 — 一

6 1.36 1.00 — 一 —

/ 1.61 — 1.18 .. 一 --

8 1.%6 0.9S 066 —

9 1.0 0.33 1.28 — 101 —

10 0.95 0.45 136 0.80

II 0 87 061 1.46 0.17 0.78 - ,

12 1.07 0.59 0.88 0.30 0.70

13 063 058 0.58 0.60 0.55 ・ —
14 069 065 0.68 0.39 0.57

15 0.64 052 0.76 063 0.56 —

ﾡ和 2 053 0.68 060 0.84 0.47 0.28

3 0. 0.78 056 0.56 0.46 0.24

0.32 0 65 0.58 0.53 0.48 041

5 0.39 1.00 0.54 061 056 0.30

6 0.40 0.76 0.56 0.42 043 0.24

? 0.43 083 0.62 0.38 051 0.20

8 0.38 081 0.46 0.%6 0.44 0 21

9 0.31 080 0.28 0.48 046 019

10 0.28 0 67 0.32 0.36 062 0-19

0.38 0.88 0.46 0 30 058 0.13

12 0.33 0.73 0-36 0.33 0.53 008

13 0.38 068 0.36 023 0.19 0.20

14 0 25 | 0.51 038 0.23 0.49 0.24



第1岡:
胸 高直 徑 總 生長 曲線 第2園: 胸高直徑階別本數現出 曲線

靴トツ

.... 卜ゞマッ

.... 混カ ラツ
・-・・ ト 優勢木

---- 混卜ゞマツ

ー・ ト 優勢木
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ト ッの純林ど混林の生長経絡の相違は特に注査を要する所で 

ゆの推移も之によ り略推察する事が出來る。 ち純林は林に地 

し最近の生長極めてﾡ盤でわる。 にカ ラ マ ッは昭和 7 4頃か ら混 

林の方優勢 になつてポな が之 そ 全林木の不均征 そ 調査 した大正11 
年6月 の成樹に徴す る に混林 8.5cm, 純林 8,8cm に し て型在の不均 

直福林10.07cm,純林18.06cm ご到照 し標準木の生長經路 と 全林 の 

共れどN く 一致する事が知れる。又純林の カ ラ マ ッが最近生長衣退 

レク ゝわる に封 し純林 ト " マ ッは最近の生長町盤に して見るべさる 

のがわる。

次に直徑階別 の木數配分狀態 を示せぱ第 7 数及び第 2 国の如 く で 

わる。

-27-



第7表: 直径階別本ﾡ配 分ジ (括孤内ﾡは%を示す

血 径 cm
21 3 6 8110」 12 1?

161 181 20 22 24 26 計

カラマッﾡ林 一 - —,コ i 二 5o 12ao 22wo kの 2 62

ト* ッ純 2s ! & 

1cs)

1Oc013q11)11c1o
13xu 15aッ 2ics 12an 7eo la .... 114

ut林カッマッ 一 -1 -
24 &s 11g 17cw) 9as 1cs) 2 や

林 卜*ッ 3x 3x7, | 9c-o13cllcas, i 2s — — 一 — —

各林分の各樹種の径が如何に配分されてろ るカ>, 共特徴を救字 

的明する公第8表を算出 しz。

第8表: 胸高直極配分敷価

H 別 算衛で均| 中 央 価 座 愛化係数

カ ラ マッ純林
18.68, 18.1 18.30

0106 2.27-0.13
・ 

12.5士08

トマ ッ染 1320 14.38 15.34 0.289 4.99士0.22 36.2+18

林 カラーッ 1907 19.25 19.61 0183 3.00+0.20 157 ±1.1

混林 トミマッ 7eo. 7.75 7.45 0146 3 08 ±0.22 39.0 ±32

各頃目に於て設明を加か る (C, 算術均は第4 表の本均価を憧 

再抑ル, 中央値は大さ の順に羅列 した場合共の中央に位す る % のo 
ﾡ位で, モー ドは%多 く 本ﾡの集中 されてみ る直ﾡの大さを示L 
M。 =8Mi- 2M (但し M。 はモー ド,Mi は 中央価, M は均価)

より算出しz。ﾡ準価差 (" 士 P. E) は算術不均位の劇ﾡ に撤布 

されてゐるﾡﾡ的撤布度そ示し, 愛化係敷 (V士P.E)はは共の開係 

的撤布度 そ示し 歪度は本数曲線の偏 る 力位 こ 度合を示 し正数は 戯 

左, 負数は右に偏る事を意味す。今最後の二因子の計算の礎に

て特に記遊すれば下の通りである。Mは算術均仙, M。 ははモー 

ド, ・ は 標準偏差。

婆化係

年 度

x.. 100の 
V=一M

C M-Mo

こ 三 ------- •

- 28

別高直径の算術下均価に就いてはeに述べc。 第2回ど本表の 

慶どﾡ照するに良く一致する事が知れる。本數曲線は混林 ト マッ 

を除いて右偏非對稱曲線を 示してゐ る。混朴卜"〜ッは左偏非ﾡﾡ 

曲線を示してゐるが之は平均 して小徑木の多い爲であ ク下木こ して 

被ﾡ木の多い置左でる。標準偏差が純林,混林の別無く ト *マッ

於て大きいﾡ位を示 し殊に變化係數がカ ラマッに比し極めて大き 

いのは間伐を行はぬ開係るあるが折かる林相を保持してる るご言ふ 

は陰樹: して下木に適する樹和でわる事を真書するるのでわる。 

特に混林卜 ごッに於て最る著し く 即ち生長可良 なる 大徑木から漁 

死の小征木に至るﾡ織多に混生してゐる3が分る。カ ラッは純林 

の方 少iで一斉的 でる。

a度純林卜 ごマッに於て最%大でわる。乂標革偏差 も 純林 ト "

"ル人 わ るが該林分は未た間伐を行はず徑級に非常な差異を生 

じてゐる公でわるが陽性なるカ ラマッの林分に比し陰樹の林分と し 

て共の特性を現出 してゐ る %のご言るでわら う。

(8)樹 高

ﾡ地内各林木に付樹高を聞高器又はTr測に依 り 測定 レ算術4均 

位を出 し且共の 比較數値を算出 して第 9 表に掲けな。

第9: 本均樹高比較表

« 別
___林一 林

カ>ッi
・ ・ッ カラマッ 卜ゞマツ トヾ優木 ナ フ

商 m 1606主009 | 10.72 土 016 13.84士0.16 668士0.26 12.80 5.74

林H別止峡 100 67 100 48 92 41

掛 ﾡ別止級 100 100
4

86 62 119

混林に於て ト ド マ ツ樹高は カラマ ツの約牛分に過ぎないが優木はは 

カラ～ ッ不均樹高に匹敵する生長そ示 し見るべ さ %のがわ る。次に 

混林の ト ごッはは純林の62%に過きないが之はは明に下木と して被厩
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された結果で あろ。混林カ ラ マ ツが純林の86%でわるは特に附記 

す る 必要かある○ 第3回I ～IVはは標準地の不均直径に近いﾡ準木の 

樹除を解析して樹高総生長曲像であり第12,13, 表は共の基礎戦字 

である。

最近カ ラーッの生長表ﾡしつゝわる勢し トドマッは何れるﾡ盤 

な生長そ低しつゝわり, 特に純林の方ﾡ著でわる。大正11年6月ル 

ﾡ調査の記載を見るに混林に於て カラ ッ本均樹高 6.54m, ト " 

ッ 1,04m, カ ラマ ッ純林7.54m に してに此のﾡ時から相互に同じ 

生長W 係そ有してろ た事が知れ る o
第12表: 樹高総生長比較

—30 —

慶
林 林

(
カマツ 卜*マッ カラッ トマツ ト "優木 ナ ?

m 聖 m m m

大正 1 0.47 ・. 037 —

2 0.56 — 一 0.44 —

3 0.74 080 — 0.58

4 1-63 1.05 0.36 0.78 —

5 2-39 042 1.92 049 0.98

6 298 0-92 2.51 0.71 1.23 ....

7 3-87 1.28 3.25 0.92 1.66 —

8 4.78 137 371 103 2.4 一

9 5.77 1.54 4160 1.21 2.94

10 6.76 17 5.24 137 3.57 ..

11 768 207 6.06 1.7 4.16

12 8.46 2.47 7.00 1.64 4.77 043

13 894 2.91'
7.48 1.99 5.30 081

14 9.60 3.47 7.80 2.25 583 1-30

15 10.06 3.82 ・8.46 2.66 6.30

昭和 2 1086 4-17 8.98 3.14 6.78 1.81

3 11.47 4.52 959

995

3.50 7.11 1.97

4 1175 4.93 3.67 7.71 2-29

5 12.45 584 10.63 3.87 8.30 2.63

6 12.82 651 11.00 1-7 898 296

7 13.45 6.84 J148 4.53 963 3.22
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用和 8 1364 764 11.78 480 10-11 5.72

9 1383 8.25 12.12 5.22 1057 4.20

10 11.04 868 12.67 5.74 10.8S 475

11 14.50 920 13.12 619 11.16 5.is

12 14.72 10.09 1355 69S 11.70 33

13 14.93 10.98 13.75 7.55 12.15 55!

14 15.12 11.65 119 800 12.80
•

5.7・

第18炎: 樹高地年生長地較表

泥 林
F ど 1

カラマツ 卜ゞマッ カラマッ 卜ゞッ ト ご優木 ラ
m m m m 1 m

大正 1 ・ — — 一
1

ニ 1

2 009 0.07 ;

3 0.18 — *- 0.14 1

4 0.89 — 0.25 — 0.20 !

5 0.76 — 087 0.13 0.20 ・*

6 0.59 0.50 059 022 0.25 ・***.

7 0.89 0.36 0.74 0.21 0.43 —

8 0.91 0.09 0.46 0.11 0.74 —

9 099 0.17 089 0.18 0.54 —

10 0.99 0.20 0.64 0.16 0.63 —”

11 0.92 033 0.82 0.10 059

12 078 040 0.94 0.17 0.61 ・..
13 0.48 ・ 944 0.48 035 053 0.38

14 0.66 0.56 0.32 0.26 0.53 0.4

15 0.46 033 0.66 0.41 0.47 o2e

W和 2 080 037 0.52 0.48 0.4S o.25

3 061 035 0.61 0.36 033

4 ! 0.28 0.41 036 0.17 0.60 0.32

5 1 0.70 0.91 0.68 0.20 0.59 0.34

6 0.37 067 0.37 030 0.68 0.39

7 0.63 033 0.48 0.36 0-65 0.26

8 0.19 0.80 030 0.27 o.48 0.5n

9 -0.19 061 0.34 042 0.46 0.7s

10 0.21 0.43 0.55 0.52 031 0.5

II 0.46 0.52 0.45 0.45 0.28 0.36

12 0.22 089 0.43 0.79 054 0.17

13 021 0 89 ・ 0.20 0.57 0.45 0:21

14 0.19 0.67 0.35 0. 065 023



第3圏: 樹高 總 生長 曲線
次に樹高封本敷の配分状態を第10表及び第4ﾡに表示し 更算 

出しれる 各種敷位 を 第n 表に 掲 けた。

第10表: 樹高階別本數配分表 (ﾡ括内ﾡ中は%を示す)

高 m 2 4 6 8 10 12 !4 16 18
計

カラ* ツ載林 — • - — — io &w) 4
14つ 62

卜ゞx ツ純林 卯> 614 22o; o) 2ks
—

114

a# 力 ラッ 一 一 ie — 9us 2Ici I&m 一

# 卜 マッ 3% 4o 1&wo 4o 2s —
44

第11表: 樹商配分ﾡ価

a 別 算術不均 モード 杰 度 愛化係量

m m n m 死
か,マツ純林 1606 16.15 1633

—
0.250 1.09士0.07 67土0.4

卜 *マッﾡ# 1072 11.43 12.85 一 0822 259+0.11
242キ 1.1

a林カラマッ 1384 1395 14.17 一 0212
156土0.11

11.3+08

林卜*マッ 6.68 669 6.71
—

0012
2.53土0.18 37.8士31
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歪度は何れ も 負數で 曲線は全部右に偏してゐる。純林 ト ドマッが 

最%大さな位を示 してゐるのは優木級の本ﾡが最る多い公で ク, 

混林 ト ごマッはﾡ度ﾡ値が極めて小さいのが特徴でわる。標準偏差 

殊に變化係数は何れも ト ごマッが大き く特に混林に於ては大小の樹 

高が不ﾡに混生してるる事が知れる。又純林力 ラマツはは最も少位で 

→済林型であるご言へる。



第 4圖： 樹高階別本数現出曲線 (4 ) 別高所 面 積

各標準地內各林木に就いて算出した胸高斷面積平均紙の此較は第

14の如 く である。

第14: 平均岡認斷面箱比較表

a
____控______ 林 浪 林

カツマツ 卜ゞマッ カクマッ 卜*"ッ ト ご優木

------------------

ナ ス

・岡読 ms 0.0260土0.0006 0.0169 と 0.0007 0.0293士0.0003 0.0056士0.0004 0.011

-----------

0.0011

林稲別比較 100 65 100 19 48 4.

出A別比地終 100 100 113 33 83

相互の 断係 は第 4 表胸高直徑 の場合 ご 同一で わ る が位間 の偏差

が大き く なつてゐる。

共にﾡ準地内胸高断面積の総合計を第15表に示して。

第15 : 継胸商断面積談表

M 別.
純 林 林

カラマツ トミマッ カッマッ 卜ゞマッ
— 

計

w u 書m2 1.61イ5 19316 L4336 0.2481 1.6820,

種別止峡 100 120 100(85) 17(15) (100)

ﾡ ﾡ別比教 100 100 89 13 —

總 比 教 100 120 — — io4

本表止終 100 181 — — 148

混林の比較に於ては ト ドマツはカ ラッの17%に過ぎず, ﾡ体の 

16%に過ぎな負弱な状態でわる。又混林の ト マ ッは本ﾡけ少し 

ごする %純林のそれに比し18%過ぎない。 純林の本ﾡに換算する 

場合 と 難88% に過さな い有株で わる。

火に林の両樹種の合計と 兩純林との比較は同表總比較欄の通 り

純林 卜ご ～ ッ最大で混林は 中位に在 り , 純林カ ラ ～ ッ最小で順位 

"本敗の場合と一致してゐる。混林の ラーッ, ト ご〜ッにナラ92 
小分 を 迫加算入する 時は總斷面積は 1.788mこなら比較救位は 110
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ごなるo
(5)材 積

標準地內各林木の材積を舞出し共の算術平均値を比較したものが 

第16表である。但し材積の算定は本ﾡに於ける雨樹ﾡの形数表に依 

つzo
第16表: 平均材積比較表

混林最少レo
材積の本数配分状態 を 示せぱ第 18 表の如 くであるo

--------
純 林 林

カラマッ トゞツ カラマツ 卜ゞマツ ト ・優* ナ っ

#書m 
林ﾡ別比終 

樹種別比核

0.209+00051
100
100

0.1193 士0.0052
58 
100

02023土00068
100
99

0.0308土00027
15
26

00958
47
80

0.0041
2

純林に於て ト ドマッはカ ラマジの58%であるに封し混林ではL5% 
迫さず, 優木と雖半數に滿たない狀態である。樹種別比較に於て 

は混林 卜"マッは純林の26%に過きず優木ご難純林本均木の80%に 

過ぎなv。 カラマツは混林ご純林の差極めて僅少でわる。

次に 各標準地內の總材積 を 比較す る ご第17表の通 りである。

第17表: 総材積比較表

材

第18表: 材積本數配分表

r ッ マ ッﾡ祥 トマ ツ純林 力 ラマツ i ﾡ ト ッ

請 材 額 本 賞 村 書 本 登 材 積 本 セ
md m m

010 1 000 9 0.10 4 0005 7

0.13 11 0.03 18 0.13 5 0010 7

0.16 7 0.06 14 0.16 10 0.015 4

0.19 14 0.09 11 0.19 7 0020 4

0.22 9 0.12 12 022 8 0025 4

025 11 0.15 16 025 7- 0.030 4

0.28 ? 0.18 13 028 3 0-035 2

0.31 3 021 7 0.31 3 0.00 1

0.34 2 024 6 0.34 0045 2

— 一 027 5 0.37 1 0.050 4

— ・ 0.30 — 0.40 1 0-055

— — 0.33 3 — 1 ー 0060 5

62 114 一 一 44

第18求に よ り 各種配分ﾡ値を算出すれば第19表の通 り でわ ろo

林種別に比較すると純林 ト ドマッは純林カ ラーッより も総材積が 

優つてみる。混林門に於て ト ベマツは全体の 12%に過ぎない。又樹 

和別に比校ずる。混林卜 ごッは純林ト ヾマツの實に 10%に過ぎず 

之を同一本敷に換算 して%26%となる に過さなvo

ﾡ体の比校にがて純林卜、◆マツ及も多く 純林カ ラマッ之に火き

種 別
林 泥 林

カラマツ 卜*マツ カクャッ 卜ゞマッ t

材 書m 12 7039 13.6029 9.9139 1.3536 11.2675

林ﾡ別比終 100 107・ 100(88) 1412) C100)

ﾡ和別比教 103 100 78 10

100 107 ・ ・ 89

第19表:材積配分ﾡ値

ﾡﾡず均 中學 モード 
m?

カクトッ 純林 

卜*マッ 純林

浪林カクマツ 

加林 ト ヾ ッ

0.20や

01198

02023

0.0308

02018

0.1188

0-2008

00232,

0.1956

01178

0.1978

00080,

十 0.160,0.0583士0.0034

+ 0.01800824士0.0034
+ 0.06400700土00347
+ 0.7600.0300土0.0020

歪 度 督、差

29.3土 1.9

68.7士 0.7
346土 2.6

97.4土11.9

歪度は皆正値で曲線は全部左偏してゐ る事 を示 してゐる。 共の紹

勢価混林ト マッに於て極めて大き く 即ち總じて被壓された貧弱

なる労木の多証左であろ° ﾡ化係ﾡは ト ドマッが大き く殊に混林

ト ゞマッが大き値を示してゐ ろの純林に比し極めて不ﾡな生育
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状況を呈してゐるに外ならない。 カ ラマッは純林の方が一斉的で

みるo
(6)形 率
各標耶地内各林木に於 き 形本即ち樹高の胸高直征に勢す る比を 

イ

出 し共の算術均価を比較すれば第20表の如く であ る。

第20表: 平均形率比較衣

ﾡ_ 泥 林

カラツ トバマッ カラマツ ト マッ ト ご優本 ナ ワ

形 • 判 899+08 83.71.イ 740土1.1 85.7土 1.0. 95.7 1.1

林ﾡ別牧 100 93 100 116 129 201

ﾡﾡ別比核 100 100 82 102 114 一

ト ドマ ツは混林の方が純林に比し直優る樹高%少いのでわるが形 

相は大でわる。之は比修的i応ﾡが小さいﾡで被ﾡの結果樹高よ は 

it径大き く影響してゐる と見る事が出楽る。カ ラマッは純林に比 

レ混林方著しく小さ いが混林の方直徑が大を く 且場高がﾡ しく 小な 

るによる。此の事は混純兩林分の疎添に基き受光闕係に よ る結果と 

見働 して差支〜無いでわらう。

次に各標準地についてﾡ在した形率の本敷配分映態を第21表にﾡ 

げな。

第21表: 形卒本数配分表

形P カク ッ純 林 カラマッ
*-----ャ中-"マ
i 卜ゞマッ

6o
・

6 3

65 一 11 7

7, 21 9 1

75 I 17 12 4

80 7 9 7 9

85 1 12 10. 9 8

20 14 5 1 10

-38--

力 9 5 6

100 11 8 3

105 1 2 ..... 1

110 6 3 1

115 -- 4 一 1 •

120 3

125 — 3

130 — 7 1 —

tt 62 114 1

第 团 表 から夫々の配分數値を算出すれば第 22 表の如く でみるo 

第22表: 形 率 配分 數依

算術不均 中 央 価 i W - " T 慶 根準但注 | 愛化係登

カマッ純 89.9 91.3 94.1 : — 0.457 9.2+0.6 102 ±1.6

・ ・マッ純林 83.7 789 69.3 , + Q.2I9 21.9土1.0 262土 1.2

山#カクーッ 71.0 750 77.0 一 0.278 ； 10.8士0.7 14.6士1.0

#卜*〜ッ 85.7 S75 91.1 0.557 9.7+0.7 11.3は08

曲繰の形状 ト ドマッ純林と除き右価非封ﾡ曲線でわる。 歪度の 

絶； 値は カ ラ マ ッ純林, 及び# ト * ッが大さ く , 愛化係数は ト 

、マ ッ純林が最る大きい仙を示してゐる。

(7)形 数

各標独地 に 於 て 平 均直徑 に近い標準 木 に 就いて 樹幹 を 解析 しzる 

を以て共れよ り胸高樹件形数を算出 して比地核すれば第23求の如く で 

ある。

第28求 : 標準木形無比較表

純 # 混
► ********** *****

林

カラマッ 卜ゞマッ カクマツ トヾマツ トヾ健木 ナ ラ

消 賞 0.5133 0.5373 0.63 0.や76 0.5307 0.5922

林ﾡ別止核 100 99 100 104 111 125

ﾡ別止 教 100 100 ー・ 9 99
- -----
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資料少く之に依つて 直 ち (に 詳細 に 亘 っ て 言 爲する は 出米ないが 

樹和同一なれば樹高小なるﾡ形救は大なるを普通ごし, ﾡ高同 ・な 

れば カラマッ は一般に ト "ッより%小であわる。而 a に混林 ト、」 

ッ の 方純林に比 し小で わ る 小 は被聴の爲著し く ﾡ殺 なるを 示す% 

のご言- 乙。火混林ク ラ ～ッは純林に し樹高低きに拘 らず少位で 

わ り, 純カ ラ マ ッは 卜"マッよら %数Mが大でわ る。

(8) 枝 下 高

ﾡ事地内各林木に付枝下高を調在し算術4均偵そ出して地較Lた 

%のがか24表である。

第2交:不均枝下高比較交

種 別
1 . 始 四

カラマッ| 卜*ッ カラマッ ・・ 卜ゞ優木 ナ ?

枚 下 r5m 

林極別比北終 

ﾡ別比終

1035士 0.09

100

100

3.18 ： 0.08

34

100

7.500.10

i00

72

220+0.10 i 

.。
5.10

68

146

1.75

23*

枝下の高さけ殊に ト "ッに於て下枝のﾡ生が不法正の公測定田 

雑の % のが少 く な が,獅か る ものは上下枝の着生点に就’き共の中 

点に於て求めた。枝下高は兩樹種とる純林に比し混林の方が低い。

タト" ッの方がカ ラマッムり %低r%確かでわる。

第 9 炎の不均樹高か ら第24炎の不均枝下高を夫々控除 しる 

數値 を 平均樹冠長 ど し第25交(に比較しな。

第25 : 平均樹冠長比較衣

靴________ # 血 " ・・
カラマツ トヾマッ カラーッ 卜*マッ ト ご優木 ナ ッ

樹な長m ラ71 7.2? 6.34 4.39
725 399

林種別比 俊 100 127 100 69 111 63

ﾡ神別北区 100 100 111 61 100 一

之によれば樹冠は純林ト マツ最る長く, カラマッ混林の方が

い。 ・

次に枝 F高つ本ﾡ配分状態そ第2炎に掲げた。

第26表 : 枝下応本數配分表

カラ* ッ純林 ト*マ ツ純林 #カ ラxッ 注 # ト ヾマツ

* 下 商 お f ﾡ下高 本 致 校下 * ft 技下高

c5 i 1.5 5 5.5 3
m

1.0 1

65 一 2.0 17 6.0 2 1.5 7

7.0 2.5 15 65 6 2.0 15

8.5 3.0 8 7.0 9 2.5 10

8.0 3.5 1 7.5 7 3.0 5

8.5 2 4.0 17 80 10 3.5 2

90 3 45 13 8.5 6 4.0 1

9.5 9 50 11 9.0 4 4.5 1

10.0 9 5.5 11 9.5 1 5.0 1

10.5 17 60 3 10.0 5.5 —

11.0 8 — — 6.0 1

11.5 12 — — .■■■ » 一 —

12.0 1 — — —

62 114 49 — 4

第26表から夫々配分敷価を算出 し 第 27表 に示し fこ。

第27交 : 枝下髙配分數仙：

4ボ均 
m

「p 央硫|_ m
モ-ド

___"
契化体及

% 、__

カ ラ マ ッ純林 10.35 IO.48 10.74

-- -

0.394 0.99士0.06 9.6+0.6

卜*レ純林 3.4s

"%

• 小 一 0.172 1.281 0.06 367土1.8

i林カっ マツ 7.50] 7.60 7.80, 一 0.291 1.03： 0.07 13.7 ♦ 1.0 ,

#卜*マッ ________ 22 22 21! + 0.182 099主0.07 22.9 36

本ﾡ曲繰は混林卜 "ッを除き全部右仙非対稲曲線を示し 前j%
カ フ マ ッのガト、♦マツ より %座撃仙が大きい。 愛化係数は ト ・

・の方何れる 大値 で 兩樹種 と 純林上 り %混林の方大きい値を示 i
4I



てゐる。 ''

(9)枝下高奉

前頃に於て枝下高の實敷に就い て記過 したが各標地の各木に就 

・ 調在 しにる 枝下高率』ち夫々の枝下高の樹高の封する比地準つい 

て更に檢討を加へんとす。枝下高率の餘加は期冠長率を恋味するも 

のであ る。第28枝下高ﾡの算術下均Mである。

第28衣: 平均枝下高率比板表

M 別
# 注 #

カクマッ 卜ゞマッ カクーッ ト マッ ト ・優木 ナ ラ

核下高*% 

林種別比較 

当ﾡ別生物

64.7+06 

ioo- 

100

33.5士0.7

52

100

547 ±0.7

100

85

366+1.2

67

109

41.3

76

123

- -

30.5

56 

—
該によれば林相の如何によ らずカラマジはトマジより%通に 

大 ・ 救位 そ示してゐる がﾡ樹和 の 除陽の性別 そ 判然 ご型してみる

%のと 言→る。ヌカラッ は第 24 表 ご 共に純林の方大価でわ る が縄 

林はは陽光の射入少きに因る%のであらう。ト ・～ッは林相別の差が 

極めて僅少であ る。次に枝下高ﾡ本敷配分の状態を第29表に父 

の配分数M そ第80表 に抑 けz。
第29表 : 枝下高本ﾡ配分求

・-42-

枚下高P% カクマ ッ純林 ト、-マツ純林 林 カッッ 林 卜*マッ

15 1

20 11 — 4

25 — 20 一 2

30 17 — 5

35 — 19 — 12

40 I 21 I 6

45 -- 10 5 3

50 — 9 10 4

55 3 2 12 ?

第30求: 枝下高配分ﾡ価

60 6 2 i2 1

65 19 — 6 2

70 28 1 1 —

75 4 — 1 —

80 —

85 一 '
90 — ・・ 〜〜〜*

95 1 — —

100 —; 1 --

t 62
4

114 49 44

当 四 算衛で均
「 —— • ・
中 央 価 •モ ニ" 玉 度 梭準偏$資 愛化係ﾡ

カクマッ純林 ; 64.7 68.0 74.6 1.500 66+04
10.2+0.6

ト *マシ純林 33.5 34.7 37.1 0.298 12.1+05 36.2 ±1.8

山林カラマッ 54.7 56.2 59.2 — 0.556 8.1+08 149土 1.0

林 トマーッ 366 36.9 37.5 — 0075 12.0土09 32.7 ±2.6

歪度は 何れ % 負価で曲 繰は 右価 し数価は カラマッの 方が大 でわるo 
純林カ ラ マ ツの絕對値が著 しく大なる は計算に よるモ- ドの救位が

大こ な り資際 ご著しくﾡWあるによるがモードそ 70.。 こ すれば絶

封位は 0.803 ご な り 何れに し て %救位の大さ い事に疑ひは な いo
(10)樹冠應徑

各標事地内各木にﾡい て東西及び南北の 兩方位に直徑 を 側定 し之 

そ不均 して般木の樹冠直徑と し更に夫々の標準地について算術平均 
して第31炎に抑げな。 .

第 31 表： 均樹冠直ﾡ比較表

-43一

林 湿 林

カラマッ 卜ゞツ カラマットドマット ・ ・優本 ； ナ ラ

はなM福" 
林H別北核 

樹构別比較

3.14士0.05

100

100

3.34±0.05

106

100

4.24+0.10

100

135

2.76 土 0.07 | 2.50

59

75

1.75



カ ラッでは混林にし純林の方約1m短優であるが之けは言ふﾡ 

%なく純林の方客生してゐるが爲受光量少い事による。ト ・マッは

林の方純林の83%に過ぎなo/miして純林では ト "ッのカカ ラ 

ッより %大きい位そ示してろる。

之を第26炎の樹冠長比較炎とﾡ照す る に本表 と 平衡的關係 を 示 i 

即ち樹實型は水平的に も垂直的に も純林に於てはカ ラッょり%卜 

"マッが大きくカラーッは混林大の, ト "～ッは純林大でわる。

大にﾡ冠直ﾡの本救配分の状態を第32炎に父共の配分製Mを第38 

交に掲げな。

第32衣: 樹冠征本数配分表

材it初岡 m カ ラ ・ン終# ト ・ッ# # カラマッ # ・ ・ ・

1.5 I 4

20
; 4

8 — 8

2-5 9 15 2 12

3.0 19 27 3 10

3.5 23 28 9 5

4.0 6 22 9 5

45 8 12 —

5.0 1 3 7

ラ.5 — 2
ヽ

60 ・ / 2
—

6-5 ・ - -- 2 —

mt 62 J14 p
* - ・ w • ****

44

第33表: 樹冠直徑配分數値

ﾡ 別 算術4均 
m

中 央 仙 
m

モード 
m 究 唯 標準偏免 

m

製

カクマ ッ純林 3.14 324 344 0.526 0.57 I； 0.03 18.0 1 1.1

ト マッ純林 334 3.35 337 0.038 0.79土0.04 23.7土1.

林カ クマッ 424 4.29 4.39 0.150 1.00士0.07 236+17

林 卜*マッ 276 2.65 2.43 + 0.471 0.70 ±0.05 254+1.9

獲度はﾡ林卜"マッを除き負位で曲線は右価し, 純林カラマッと 

型林卜〜マッがも救ﾡ大でわる。標準偏差及び變化係數は純林力 

フマッるﾡﾡ小で他はは近似してゐるが, 极化係數は槪して 卜 

ッの方大なる傾向わ り。

(11) 冠 率

前頃 に於 ては樹冠直極に 就い て記述 し たねが, 更に之 を 直徑 に関係 

せし め 冠率 ごして, 樹冠極の 胸高 直徑 にﾡする比準について 校討 

を加〜んごす。各標準地の各木につて算出したるのゝ算術不均係 

を第34表に揭げた。

第84 : 平均冠率比較表

林 林
................

カラマッ トギマッ カラマツ 卜ゞマツ ト ご優木

- -- -- -

ナ ラ

ﾡ別止終 

尚 a別 比 教

17.4+0.2

100

100

266+05

153

100

22.2 ±0.3

100

128

38.8土1.5

175

146

187

84

701

----------

46.8

211

兩樹種とも 數値は 混林の 方が大であり,トドマジはカラマッに生 

し大なるMを示してゐる。

混林 カラマッは 純林の それに し直径 も 樹冠直優 %大でわる が冠 

作にも可成りの差異がある。混林のト、•マツは冠•形不齊で技條量も 

少いが, 樹冠の擴張は 比較的大なる を常 とす。而 し直径は共割合に 

小でわる ご言る。枝葉の量は別と してカラマ ッに比し ト、*マ ッは 

技ﾡりの大なる割に直ﾡが小な 6 ご言ふ事が出楽る様である。

大に冠率の本ﾡ配分の映態を第36に示 し,算出 したる配分救航 

第86表に掲け2。

第85表 : 冠率本敷配分表

4 カ ラッﾡ ト マッ純 i カク・ツ 1 卜ゞマ ッ混林

10 1 — 二 ! —
44 -
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第36表 :冠率配分數値

算衛不均 中 央 { モードI 標準備弟 建化能数

クラー ッ純林 17.4 17.5 17.7 - 0.136 2.2 ±0.1 129+0.8

ト ッ純林 266 25.0 21.8 + 0571 8.4+0.イ 31.5 ； 15

林カ フマッ 22.2 22.7 23.7 - 0.155 3.3土0.2 14.8土 1.0

u林 卜*マッ 38-8 36.0 30.4 4- 0.587 14.3+1.0 37.0士3.0

本数曲繰は カラマッ はは右偏, トドマッ は左偏非對稱曲線で わろo 
歪度は概して ト ・マ ッが大である。標準偏差及び變化係数はカ ラ 

ッよりはト ・ッが大きく, 殊に混林最大で樹型量る不均勢でわる。 

カラ ッでは混林大でﾡじて純林方樹型済一でわる ご言へやうo
(12) 根 系

以上は主として 地上部の 生長要素 に就いて 比較 した所 でわる が,

地下部即ち根系の發逹狀况如何に就き混淆林内のカ ラーッ,

ッ, ナラの標準木及び卜〜マッの優木を調在しれるを以て, 之に 

き地下部の生長袋達映況の一端そ記載せんとす。

各標準木の現地生立状況は別圖第 5, 6, 7 岡の如く 又共の根系の 

概要げ寫真及び見取圖第 8, 9, 10, 11回に示される通りである。

元ﾡ根部の精密且正硫なる調, 極めて至難の事に屬す る を以 

て, 根部の所調系統の概要を以て浦足せざるべからず。 今共の調査 

結果そ記すれば第37表の如 く でわる。

第 37 表 :根部調在変

B 商高 根株 總垂 側供不 供株垂 棋部救 根部 根 部掛\別 樹 商5 側ﾡ登 下根平 ﾡ不均 ﾡ 亜
i ﾡ ﾡ下ﾡ 下根 均ﾡ 均任 iE 任 面 積 深 度

mi cm 本 本 本 cm cm m ms m

カラツ 14.10 1890 5 16 16 5.4 9.1 52 21.2 132

卜ゞマッ 8.00 8.19 4 12 12 3.4 1.5 5.0 196 0.50

ナ ラ 5.74 3e 5 । 5 32 09 1:1 1.7 2.7 053

卜*優木 12.80 1.3.38 6 18 12 36 5.5 5.0 196 090

根部の税述は樹種により一2の型ど して特性を有すべきであるが 

トは性によ つて著し く 異って來 る は勿論で ある。 殊に 卜〜 ッに於 

て然り で,優木の生立箇所は澤芍斜地 に近 く 土壊膨軟な る 為寫眞に 

明なる如く根株垂下根が著しく發達し所謂心根型を呈するに對し, 

w 9 圖標準木及び第 8画トーッは土質区硬な る 為平根型 を呈して 

ゐる。元ポト "ッは心根型のﾡ種でるとﾡせられる。mして調 

査地のカ ラマッはは心根型でわ り, ナラは杭根型を呈してゐるが夫々 

樹林 こ して の特有な根型を表現する %のこv--- る。

今調益の結果にﾡき夫々の樹種にﾡきﾡ系の特徴を記述すれば次 

のらでわる。
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第5回: カ ラ マ ッ 生立 ラ

カラマツ Nイ——
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第6回: ト ッ生立圖
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第 7圖 : ト ・マツ優勢木生立聞

­  50,-

カラマジ: カラマツノ、杭根を缺き根株よ り數本の太い根を分岐 

し之ょ り 更に分根を發 し一部は水平に一部は垂下根と して地中深く 

侵入してゐる。緊密なる硬い粘土を穿ち深く突入する根の力は偉大 

なるるのがある。根株よ り殺して直接垂下するもの5本を算せられ 

るが, 垂下根全救は16本どなり共中3本は水Tに走り先端地中に垂 

下侵ス してゐる。ﾡ株に近 く 分岐 する 垂下根 (こ は 比較的細根少 く 樹 

体 を 支持す るが最 %大きな役同でわるこ 思は れ る が, 深ﾡか ら の 

水分養料の吸收 %亦看過 し得ない。主な る側根ﾡ16本に して根株よ 

ウ 幅射状に役 し,平均直徑大き く且トツに地 し分岐ﾡ多 く 多數 

の吸収根を出してﾡ植質ﾡに入る。即ちカ ラッのﾡは士墳表ﾡに 

ﾡ射映に 分派 された多數の 水不根 と ﾡ株附近の 土壌下ﾡ に深入す る 

垂下根よ り成る ご言る。

トッーッ= 該造林地の澤沿附近土壌膨軟な る箇所の 卜"ベッ優 

木別こして, 混林地の殆ど全部は緊海なる粘土性なる爲混林ト v 
マッの多くは前記のり不根型でわるご希し得る。即ち根株よ りの 

・下棋は4本そ算するが悔めて貧期でり模系の主体は水の放射 

された側提であるご言→る。更に水平根にして先端地中に垂下する 

%の可成り多きそ見るが此の現象は優木に於てる同樣でわる。ト v 
- ッ に於てはは側ﾡの分岐がカ ラマッ に比 し遙に少 く, 比較的遠距離 

に仲長す るるの多く 樹冠占領ﾡ域外に墳張される事多 ・ を特徴とす 

る。叩ち混林地卜〜〜ッの根は土壌表層にﾡ射状に分派され水不 

側根を 主体こ し,更に水不根に し て途中か ら 地中 (に侵スす る 先端 

Fﾡから成るご言る。

ナ ラ：ナラは短く且太い杭根士有し之より多數の細側根を 

道接派生 し且多般の細根 を生 ヒ, 形態的に は前二者 と全 く 趣を具の 

してゐる。枕根か ら 5 本 ○垂下根 そﾡしてゐる が極 めて 貧弱 でわる。 

側根は長 さ約 15cm の杭根の上下至る所が ら殺 し夫々水不に走 ろ を
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マツ根系圖第8國: カ ラ

52 一

N

根 系 圖第10圏: ナ
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特役ど し,従つて根の分布電域は 卜"ッ及びカ ラマ ツどは全く 買 

ってゐる。

ﾡ系の競合: 地上体に於てはﾡ種により樹高の生長, 樹冠の發 

達等を異にし自然陽光享受に對する優劣を生ずる所であるが,地下 

体に於ては侵令樹種に よ りﾡ系の生長ﾡ達を異にする%共の開係は 

地上体の共れごは自ら意義が』つて楽る。根の競合に對しては地上 

部に於ける 樹冠 の共れご同 様機械的 及 び生理 的 の 雨方面が考〜 ら れ 

る。前者機械的競合 につ ては,カラーッど ト vマッは水本根が同一 

水不面ﾡ張する爲第8回の如く ト、•マツの根は强大なるカラマツ 

の;根に依って障碍を受け, ニ・ 三の箇所に於て分岐し發達を阻害せ 

られて携ﾡ状ﾡが如何に%不自然でわ る事が知れる。獅かる現象は 

同一樹種の間に %常に超 り 得るが, 一方が生長の劣れる 樹種の場合 

は共の影響は特に』著に現れ共の及ず程度る倍加されっ事どなら う。 

即ちカ ラマツ,ト、•マツの如き同系統の根系型の混植に於ては力の 

弱る のは制ﾡせられ之等の樹種と ナ ラの如き異つ根系を有する 

るのとの 混植に於ては 調和性が現は れ て楽 る ar 明かで わる。

次 忆 後者生理 的 關係 に 於 て は 地中 の 水分,養料 の4奪*い ふが 

考へ られるのでわ るが, 根部の此の程度の披張密度では普通林地の 

比較的豊高な合水及び猛根の吸水作用の本質か ら,水不的に%雷 

i的 も地中水分の爭奪競合は地上部の陽光に對す る共れ程烈 しw 
るのでない3は想像する難くなv。細ﾡの救はカ ラマッのガが近 

c多 く本質的に有利である ご言→る。両し本林地には笹類がﾡ生す 

る 爲寧る林地の笹類,雑草のﾡが最大の敵でわるべきでわる。殊に 

本林地で は 笹類の 根系 は 納状に極 め て緊ﾡに林地 を破ふてみる 4rか 

ら,斯かる笹生地では地中水分に對す る植栽木の根部間の共れは豊 

少の間題となら ラ。同様笹類 の根糸が植栽木の根の進展 に對 して 根 

械的にる大きな際ﾡを及 してゐる導勿論である。

要は本林地植栽木間 の根の 競合は一部機械的な部面の みが考庫 き 

れるに過きなvo
根系發達の傾向 : 根系の伸長に對する影標因子を しては土壌の 

ﾡ類 細成, 土壌內空氣及び水分の含量等が主耍索と して舉げられ 

且之等の諸•因子が粽合的に影響 し横ﾡなる交響的作用を責す事r言よ 

盗るない。 今劇査の結果にきﾡ系ﾡ述のﾡ向の一端に就いて記載 

を試みんとする ・のでわ るが乏しきﾡ料に依る ものなれぱ元よ 一 

つの試みに過ぎなvo
樹冠と根系發達の關係に就いては既に H氏の詳細な る研究がわ 

る。根系の仲長が樹冠範圏に止る る の•又樹冠範圍外に於て 初めて分 

岐す る % の等樹種に よ り 樹冠にﾡする 特性 そ有する 事 そ認められて 

ゐ るが, 孤立木ご巣り 樹冠の錯替す る森林に於ては一層複雑なる 関 

係を現するのと催はれる。

根系見取ご生立岡を封照するカ ラマッは北西及び南西の両方 

向が空間でわ り樹冠外の根の仲長る此っ方向に呼盤なる傾向が見ら 

れ, 卜*マ ッはは北方から東南方へ空間ごな り根系亦の方向に仲長 
するるの多く, トマジ優木は東方より東々北方及び南西, 西々北 

方が最 %大さ な空間 ご な り 之等の方向に よ く 伸長 してゐ るが書か 

れる。 根部の伸長は枝條の發達と %閲係わ り其他種々の関係によ ク 

元よ り 簡単. には片付けられないが,前したる影響主変素の内土壌

大 き な 差異 を 認めざる 上は,土壌含水知 どの 間 に関係 を 肯定 し得 

る所で,場に於て劇査の結果はト マッ及びカラマッの如き樹冠は 

約409%6のH量を連断す a に封 し,圖示せ られ る 如き林冠内の小空 

Hile 於ては僅に20%余の雨量を連断するに過さず, 降下雨量に可成 

り の遊興を生ずるrごな り, 一方普通林地の表層土壌が生長期間 に 

水分 を 不足す る 事 に鑑み. 彼此對照 し て 考慮す る 時小空問 下に於 て 

口 雨水の降下地多い事惹い て土壌含水量 を高 め根の進展 z 誘導す る
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ﾡに於て 南者の間 (に重要な る関係を想定し得ちゃに考へ らる。若し 

果して然りと すれば密林の 中 に適座の 間伐 を施 し小空間を作る a事は 

根の袋達を促 し生長は, 地下体か ら地上体へご促進せ られる事ごな 

ら う。又此事たるや間伐のみな らず一般林業技術に封して %新し 

應用分野を供する事とならう。

B. 林木主要素の相互關係

前述 した る 各生長主要素の內胸高直經,樹高, 材積の三要素を摘 

出し夫々の相關係數,相ﾡ比, 相閉表及び共の曲線を掲記し共のW 

係的差異を檢せんとす。

(1) 胸高直經ど樹高の相関々係

胸高直經と樹高との相關々係を相關係数及び相關比によって表示 

れ第38表の通りでわる。

第38表: 胸髙直經 と 樹高 の相關數値 ,

樹高の胸和直役に 
対す る相問

第為直裡の樹高に 
対す る相叫比

カクーッﾡ林

ト ・マッﾡ林

林カラマッ

.林 ト ヾ マツ

+0.577土0.057 

+0.825士0020 

+0.718土0.07 

+0965士0007

0.732士0.040

0915+0010

0.814士0.032

0996生0.001

----------------------------------------------

0.604土0.031

0.890 ±0.013

0.770+0039

0.974土0005

相明係数及び相開比は何れる正価で ラマジよりる卜 ゞッの方 

が一般に程度が高い傾向あ り。父明ﾡ種と %純林よ ら は混林の方が 

関係の程度が高い。特に混林卜、•マツに於ては殆ど完全な相關々係

を認める事が出楽る。

炎に相W表に依つて各直組階にﾡする不均樹高を算出すれば第89 

表の如く で夕之によつて樹高曲線をﾡ示ずれ第12園の通りでわる。
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第12回: 直 徑 階 別 樹高曲線

第39交: 直極ﾡ均樹高表

—57 —

ic 征
cm

カラマ ッ秘林 
m

ト ・マッ純林 
m

混林 ト*ッ 
m

況林 卜*マッ 
m

2 2.00 ,- 2.00

3 — 3.00 — 2-50

4 4.00 3.00

5 5.00 467

6 8.00 520

7 7.75 8.00 580

8 7.00 — 6.88

9 — 875 7.50

10 1080 8.20

11 ・ 1125 8.50

12 ... 10.17 11.00

13 13.00 1129 一 1150



14 -- ・ 11.75 —

15 15.63 11.40 12-50 1300

16 15.50 12.22 12.33 12.00

・ 17 15.40 12.00 13.50

18 16.57 12.46 13.86

19 16.43 12.86 13.50 —

20 16.92 13.29 1425 一

21 17.00 14.25 15.14

22 17.75 13.00 15.50 —

23 17.00 14.50 14.50 —

24 16.00 13.00 14.00 —

25 — 16.00 —

26 ..... .... 1600
_____ - :

之 に依 って 觀 る に 同一直役 (Cﾡす る 均樹高は例外はみる%概し 

て ト、•マツ より はカ ラッの方が高く, 又再樹ﾡどる混林よりは純 

林の方が高い傾向を認め つ事が出楽る。一般に横軸に對して凹曲線 

でわるが混林卜、◆マツは直線的である。

(2) 胸高御 と 幹材植の相關々係

胸窩直徑 と 材積と の相ﾡ 々 係 を相關係數及び相關 比 に よっ て表示 

すれば第40表の通 りでわる。

第40表: 胸高直徑 と 材積の相關数値
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種 別 相関係数 胸高次笹の材積に 
対 す る札劇 比

材積の胸高血押に
対す る相山比

カジマツ施林 +0.983士0003 0.991 ±0.002 0.983 ±0.003

r ッﾡ林 + 0.965 ±0004 0.984士0.002 0.988±0.001

林カラマッ +0.942土0.011 0.970土0006 0.986 ±0.003

a林ト ゞマッ +0.924土0015 0.997士0001 0.967 ±0.007

胸高 直徑 と 幹材積との間に は 林相及び樹種の別無 く極めて高の

相 關々係を認める 事が出楽 る。純林こ 混林及 び樹種間 c は大きな 塗

異は認められない。

大に相岡炎に依つて各直径階に封する不均材積を算出すれば第4 
の如 く ヌ之によつて材積曲線を画示すれば第13回の り でわる。

第13圏: 直 徑 階 別 材積 曲線

第41表: 直征ﾡ均材積表

直槿満
Cm

カラーッ純林 
md

ト ママッ純林 
m3

混林カ ラーッ 
m"

混林 トマッ 
m

2 0.01 0.005

3 — 0.01 一 0.005

4 一 0.01 — 0005

5 0.01 0.01o

6 0o1 0.010

7 0.01 0.02 0.010

8 — 0.02 0.020

9 0.03 * - - 0.030

10 0.05 0040

II — 006 0.050

12 — 0.06 0070

13 0.07 0.09 0090
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14 0.10 013

15 0-13 011 0.10 0 13

16 0.13 0-13 0 12

17 0.16 0.15 0.14

18 019 0.17 0.16 ・
19 0.2! 0.20 0.19 ...

20 0.24 0.23 021 ・
21 0 27 027 025 —
22 0.30 0,25 0.28 一
23 032 031 0.28 —
24 0.34 0-33 0.31 ....

25 037 ・
26

-
0.40

之に依つて觀る に同一直徑とすればカ ラマッに於ては混林に比し 

純林のケが材積大き く ト、•マツに於いては純林と混林の差別は判然 

認め られなv。 而して純林ト ・ッは混林カ ラマッょ りはは大さ く純 

林カ ラマ ツ よ りは小さV傾向そ示してゐる。何れも橫軸に對 して凸 

曲線を現してゐろ。

(8) 樹高を幹材積の相関々係

樹高と材積ごの相ﾡ々係を相ﾡ係ﾡ及び相開地によつて表示すれ 

ば第42表の通ら である。

第42表: 樹高 と材積の相開数価

種 別 掛高 の#Hに
封す る相ﾡ比

村者の樹 商に 
封す る相側止

カフマツﾡ林

・*マッ純林 

混 林 力 ラマ ッ 

ut林 t ・マッ

+0.684土0.046

+0.802土0.022

+0800土0.034

+0.909士0.018

0.796土0.032

0.896士0.012

0.904 ±0.018

0.996士0.001

0.707 土 0.043

0.878土0.01イ 
0.8290.030 

0.967+0007

相ﾡ数価け概して ラマジよら%ド、•マツの方高い傾向あ ク, 火 

兩樹林 と %純林よ り る混林の方がﾡ係の程度が高い。 此のﾡ係はi 
ﾡご樹高の相ﾡ々係と同一である。又混林 ト マッに於て著しく高 

大で純林カ ラマジに於て比地較的低大でわる事もよ く類似してゐるo 

に相開表に よ つて各樹高階にﾡする本均材積を算出すれば第48 

表の如 く でス之によつて材積曲線を画示すれば節14○りでわる。

之に依つてﾡるに同一樹高とすればカ ラマツは混林の方大き く ト 

、•マツに於ては純林と混林の差別は判然認め られない。而 して純林 

卜"〜ッの優勢木がカ ラマッを凌ぐTE盤な生長を公してゐる事は特 

記すき 価価が* ある。何る 横軸にﾡ し凸曲線と 示してゐる。

第43表: 樹商到不均材積
・

・

樹高附 
m

カラーッ純林 
mn

ト ギッﾡ林 
m®

林カクマッ 
m®

林トゞッ 
m

2 — 0.01 —
0005

3 0.01 — 0005

4 — 0.01 0010

5 — 0.01 0 010

6 一 —
0.020

7 0.02 — 0020

8 002 0 02 0.040

9 — 0.05
—

0.050

10 一 004 一 0050

—
009 010 0.080

12 — - 0.13 0.15 0.110

13 0.!: 0.18 0 16 0130

14 012 025 0.20 —

15 014 0.29 0.22
—

16 0.19
— 029 —

17 0-23 — 031

18 0.25
— —

19 0.32
— 一 —
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第14画: 樹高階別材積曲線

24 681012141618m
• ・,樹 高

• I▼総 括

以上主と して各生長要素に就いて祀述 した所であるが,更に本項 

に於て夫々 の純林 の比核, 混林内 の 雨樹和 の 比較及 び各樹種 の純林 

と 混林の生長比較を 為 し変約せん こ す。

(1) W純植救に於ける 兩樹種の生長比較

カラマッ純林と ト "ッ純林に就いて主変ﾡを比較変約すれ

1. 夫々林分の平均値:について見れば ト、♦マッはカラマ ッに比し胸 

高直征77%, 樹商は67%して材積は58%(に過ぎず, 卜»〜ッの 

方生長遙に劣る事明白であ る。而るに林分總材積に於ては 卜〜ーッ 

林の方多く 107%を示す。

2. 枝下高は 卜"マッの方ﾡかに低いが樹冠長及び樹冠直征は大
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なり。 標半木の調ﾡによれば卜"マ ッ は比較的梢殺で あ る。

. 本数曲線は形率と冠率を除き全部一致した偏り 方を なしてる 

るe 歪度は胸高直徑,樹高,冠事にかて トマッ林の方大き く, 他 

はカラマ ッ林大である。

4. 標準価及び變化係ﾡは各要素ごる総じて卜"マッ林の方著し 

く大であるが, 陽性のカラマッ林に比し三級木の多い不齊陰樹林と 

して當然であらう。

6. 相開 の利度 は 直徑 と 材積 に於て殆 ど差が無 く 何れ % 高次 の 順相 

開そ示し, 直徑と樹高及び樹高と材積に於ては ト、◆マッ林の方遙に 

高 く特にカラマッ 林が低仙 を示してゐる 事 は 注意を要す。

6. 同一直徑に對する樹高,材積は何れもカラマッ林大に又同一樹 

高 に到する 材積 るカラーッ林の 方大で ある。

( 2 ) 混淆植栽 に於 け る 雨樹種の生長比較

混清林內のカラマツ と 卜～ッに就いて主要動を要約すれば,

1. 夫々の不均値に 就いて比較對照すれば ト、•マツはカラマツに對 

レ胸高直征は41%, 樹高は48%, 材積は15%に過さず純林の場合に 

比し近に大きな師塗が現れてゐる。林分内本ﾡは 卜〜マッ少くカラ 

ッの90%なるるカ ラマッはは漫林ﾡ蓄積の88%を占め 卜〜ッは 

僅に12%に場さなv。

2. 枝下高は ト v ッ盗に低 く 樹冠長,樹冠直征 %カラ マッの70% 

に清てない^。 而 して標準木の調査に よれば ト ・マッ益しくﾡ殺で 

わるo

8. 本數曲線は直徑,枝下高, 樹冠直徑,冠率に於て ト、•マツ は左 

偏し ラツは右偏し他は一致してゐさ。ﾡ度はﾡ々でわるが材積 

に於てカラマッは極めて小さく, トマーッﾡめて大きいﾡ価を示 
・

してゐるが之は 上木 と 下木關係 の 特徴の 現れ ご言へるo

4. ﾡ価塗はﾡ々であるが漫化係数は形率を除き ト、◆マツの方遙
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(大き く林分ど して極めて不斉形でわるご言るo

5. 相關の程度は直徑と材項に於て殆ど 差が無 く何れ % 高央で順相 

関そ示し, i径ご樹高, 樹高ご材積は卜"マッの方ﾡに高く純林の 

比教の場合と良 く一致してゐる。

6. 根系は本林地に於てカラマッは心根型でわるに到し, 卜"ッ 

は不根型でわり, ナラは枕根型を呈し三者夫々型を異にしてるる。 

何れ も 側根を主とする %カ ラマッの方優勢で ト、•マツ は機械的に進 

展を四ﾡせられてゐ る。

(3) W純植殺ご混ﾡ植救のカラマッの生長比核 

純林と混林のカ ラマ ツに就いて主要黒を耍約すれば,

1. 夫々の平均値に就いて比較對照すれば混林は純林に對 して胸痛 

直優は 106%. 樹高は88%, 商して材積は99%を示し殆ど差そ認め 

ら れな い。林分ﾡﾡ積は混林は純林の78% (本数 79%) でわる。

2. 枝下高は混林低く純林の72%そ示し樹冠の長さ, 直極は何れも 

林の方大でわるが碑生林分こ して書然の結果ご思はる。標準木に 

就いて ﾡ在の結果形数混材 の方少位で純林の88% そ示し, 純林の 

方完滿度大で わると 言→ る o

8 . 本殿曲線は純林,混林何れる材積は左偏レ他は全部右優し良く 

一致してゐる。歪度は随々であ る。

4 標準偏差及び變化係數は各耍素とも混林大,純林小である。即 

玄林型は純林の方一齊的であ る と言→る。

6. 担開の程度は直極ご材積は双方と %極めて高次でわる直極と樹 

高, 樹髙 と 材積は 混林の方か高い。純林に於て直極と樹高の相開程 

度低いのは直徑の小な る るのと難樹高比較的商い爲で林分と して一 

資林型をなしてゐる瞪左に外ならない。

6. 同一近徑 とすれば樹髙は純林の方為 く 曲線は平行 して ゐる。又 

同一直徑 とすれば材積 も 純林の方多 く 曲線け卒行してゐる。両し同 

→樹高に封す る材積は混林の方が多い。

(4 ) 単純植栽 ご混松裁の 卜"マッ の生長比地校

純林ご混ﾡ林の ト ・マッにﾡいて主要動を要約すれば

1 .夫々の平均値忆就いて比較對照すれば混林は純林に比し胸為直 

優は67%, 樹高は 62%, 材積は26に過きず, 林分総蓄積は m% (本 

ﾡ比率89%)に過さない。

2. 枝下髙及び樹冠の長さは混林は純林に對 し60%余に過ぎず' 樹 

延直優は88%そ示してる る。形数は混様の方純林の98で樹高の卜 

なる程形數大なる べきである が,漫林内の ト、•マツ は甚しく 梢殺な

る事そ示すに外ならなvo •

3. 本数曲線の信り方及び歪慶は双方ﾡ々で一致しない。樹高の歪

度は兩者曲線右偏する も純林の方極めて大き く. #ﾡめて小きve 

又材積の歪鹿は兩者曲線左偏す る も混林極めて大きく,純林極めて 

小さいのが特徴である。 ・

4. 標準偏差は一般に純林の方大な 2 も變化係數は反對に混林の方 

大でわる。
5. 相關の程度は直徑 を材積に於て殆ど差が無く 高次'の順相開を示 

し, 直優ご樹高, 樹高 と材積は混林の 方高く 何れ も殆ど 完全な 関係

を示してみ るo

6•同一直徑に對する樹高は一般に純林の方液い傾向を示すが直径 

勢す る材積, 樹高Kに封す る材積の關係は曲線が殆 ど重複し差がﾡ

め られない

V結 言 T

本劇査は 將來の推移に對す る 基礎 ごなるべきるのである が比地較研 

究の結果にﾡさ考慮せられる二, 三の事項に就き記述せんをす。

(1) 陽性にして生長早く伐期の低いカ ラマツに配するに陰性に
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して生長迎 く伐期の高い 卜"マッを以てする混ﾡ林造成は適切でわ 

るご考〜られ, スカラマッ林は本楽た駅者ごしての大きな使命を才 

するが, 諸害に對する抵抗力弱く且樹性として立地に對する保紙性 

少い爲地力維持の上から も ・〜マッを混ﾡする事は合理的と考ら

れるo

(2) 兩樹混植地は 將來 ト "マッ林ごなるべきるのでわら, 共槍 

育は 卜vマ ッ(に勢し不所の考厳が必要で8述したる如くカラーッの 

取扱か常 を得ない時は 下木 と しての卜〜〜ッは瀬死の映態そ星する 

に至 り 所期の目的に沼はない。即ち混流林の成否は樹種の陰陽のみ 

を 以て は 決し難く,多分に商級なる技術を必変こする所 で供試混# 

地にに於て %上木ご してのカ ラ マ ッに勢する取扱が一部書を失してみ 

なと思はれれる動が少くない。

( 3 ) 各林分の平均生足吊:を本道收額表に比較對照する に

ﾡ 別 ,純カクマッ カクマッ 就トヾマッ 混トギマッ

i.ﾡI I I ・
樹高I I I E

の如く夫々該ﾡ等級を附する事が出楽る。之上 り生長の概憂を推 

察し得る力, 形体的性質としては ト、•マッは論外としてカラマッけ 

混林に比し純林の方枝下高高く,完滿度大,一齊的で概して優秀な 

る傾向を認め得る。

( 4 ) 混株の特徴 を充分袋ﾡせ しめる 化は傲: 生混涌或は交互列 

ﾡ混湾が適切で わるとせられるが, 指育が極 めて困難でわる 改事ろ 

ﾡ樹の群状混が理想的でわ る と考→る %のである。群状部の中心 

は純林の性質をﾡび,周遺は混添林の性をﾡびる事ごなるが,用樹 

種と %純林と して生育する方有利のﾡるわ り且混淆林の性質をも同 

時に殺揮する事が可能でわ りﾡ育ぁ比校的容易であるさから, 群映 

混淆植栽 を推獎する も のであ る。群状部の大さは簡ﾡに決し難いが 

カラマツ跡地の天然更新を期する意味に於ては群の直徑は樹高の約 

二分の一種度が適術ご思はれるが御4核の調査に険たねば ら ・。

(6) 外部から侵入したる濶葉樹は殊に針葉樹純林の場合等に於 

て は針潤混淆の 良性質 を 與へる 事か ら, 大きな 支障 を來さぬ 限り成 

る可 く保存すべき も のと考 へられ,除伐ごﾡし目的以外の樹種ご し 

て全部除去する事は不當と思はれる。 y

(6) 現在本道各 地 に成育す ②カラマ ッ林に封 し主伐前 卜vーッ 

等の下木植裁を行ふ事は必須の間題ご考へられるが, ト ・ーッごﾡ 

長ず る (に及び可成 り 助性ご な a そ以て共際 ラ マ ッは相書張度の役 
探を必憂ごする事言ふ返もない。 ,

(7) カラーッど卜Yーッの根系を査の結果所樹種ごる林冠の 

疎開したる空間下に於て多く分岐城張してゐる傾向を認められたが, 

此の現象は地面への降下雨量 ・ ﾡ接な開係わ るるのご考られる。 

火被ﾡされてゐる 卜"マッの根はカラーッの根に依つて機械的に責

張 そ 四止されて ゐ る Fが認 め られz。
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第15回: カラマツ、ト、マッ混植地樹冠投影圖 羨
但しナラ は根株の位置を示す

○カラマツ
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第16圏: ト マツ純林地樹冠投影岡-
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第17圏 ミ カラマッ純林地樹冠投影岡 お
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冗眞3. カラマツ の 根 系 空眞5.ナラの提派

冗眞4. トヾ マツ の 出 系 空眞6. ト<マッ価木の根系
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